
しょ きゅう さく ぶん
初級レベルの作文

みじか なが れん しゅう
◆短いものから長いものへ練習していく

がくせい きょう し さくぶん い
学生からも教師からも「作文はたいへんだ」という意

けん き がくせい じ ゆう さくぶん か
見をよく聞きます。学生にとっては、自由に作文を書き

い なに か
なさいと言われても、何を、どう書いていいのかわから

もんだい きょう し さく
ない、という問題があるようです。教師にとっては、作

ぶん てんさく なお じ かん がくせい か
文の添削をする（直す）のは時間がかかるし、学生の書

さくぶん い み り かい
いた作文の意味が理解できなかったり、びっくりするよ

がくせい ま ちが なお
うな学生の間違いをどう直していいかわからなかったり

しょきゅう すく
するようです。また、初級ではことばが少なすぎるので

さくぶん し どう こえ き
作文指導はむずかしい、という声も聞きます。しかし、

し かぎ く ふう
たとえ知っていることばが限られていても工夫をすれば

さくぶん れんしゅう
作文の練習をすることができるのではないでしょうか。

こんかい がくせい む り れんしゅう きょう し てんさく さい
今回は、学生が無理なく練習できて、教師が添削する際

なお ほうほう かんが
にも直しやすいような方法を考えてみましょう。

さくぶん か ちから の みじか なが ぶん
作文を書く力を伸ばすためには、短いものから長い文

しょう すこ れんしゅう たいせつ しょ
章へ少しずつ練習していくことが大切です。ここでは初

きゅう ぶんけい り よう み ぢか わ だい
級の文型を利用して身近な話題について、まず、２、３

ぶん なが ぶん か ぶんしょう
文くらいの長さの文を書いたり、まとまりのある文章

か かつどう しょうかい
を書いたりする活動を紹介します。

いち にち せい かつ
◆一日の生活

いちにち せいかつ はな か かつどう
「一日の生活」について話したり書いたりする活動を

れい かんが
例にして考えてみましょう。

さくぶん れんしゅう まえ お た
作文の練習の前に「起きる・（ごはんを）食べる・

がっこう い にちじょうせいかつ どう し けい い
（学校へ）行く」などの日常生活の動詞の「て型」が言

か れんしゅう
える／書けるように練習します。また、「それから」「～

せつぞく どうにゅう れんしゅう
てから」「そのあと」などの接続のことばの導入・練習

もします。

ぶん こう せい しめ か
◆文の構成を示すと書きやすくなる

みじか ぶん つく れんしゅう なが さくぶん か れんしゅう
短い文を作る練習から長い作文を書く練習につなげる

つぎ おし
ためには、次のようなことを教えなければなりません。

ぶん ぶん せつぞく し かた
・文と文の接続の仕方

だんらく
・段落のまとまり

ぶんしょう かた お かた ぶんしょうこうせい
・文章のはじめ方、終わり方などの文章構成

がくせい きょう し
このようなことを学生にわかってもらうために、教師

ぶんしょう がくせい てい じ
は文章のモデルを学生に提示したほうがいいでしょう。

きょう か しょ ほんぶん り よう
教科書の本文を利用することもできます。
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じゅ ぎょう

授業のヒント

じ お さん ぽ あさ た
６時に起きて、散歩して、それから朝ごはんを食

べました。

こんかい しょきゅう さくぶん し どう ほうほう
今回は初級レベルでの作文指導の方法につ

しょうかい
いて紹介します。

に ほん ご しょきゅう ほんさつ れんしゅう
『みんなの日本語初級�本冊』P．１３３練習Ｂ２

まな に ほん ご
『モジュールで学ぶ日本語１』P．９６

もくてき おし
目的・教えること

じゅぎょう なら ぶんけい つか さくぶん か
・授業で習った文型などを使って作文を書く

さくぶん こうせい な
・作文の構成に慣れる

・インタビューをする

がくしゅうしゃ
学習者のタイプ

しょきゅう
初級

にんずう
クラスの人数

なんにん
何人でも

じゅん び
準備するもの

とく
特になし
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つぎ れんしゅう え がくせい ぶんしょう か
次の（練習１）は、絵にそって学生が文章を書けるよ

きょう し なが かんが がくせい いち ぶ ぶん か
うに教師がだいたいの流れを考え、学生に一部分だけ書

れんしゅう
かせる練習です。

れんしゅう まえ え み てきとう
（練習１）前のページの絵を見て、 に適当なこ

か
とばを書いてください。

こた れい
答えの例：

まいあさ じ お かお

リカさんは、毎朝７時に起きます。それから、まず顔

た よ

をあらって、ごはんを食べて、しんぶんを読んで、コー

の

ヒーを飲みます。

の がっこう い がっこう じゅ
そのあと、バスに乗って、学校へ行きます。学校の授

ぎょう じ じ はん べんきょう じゅ

業は１０時にはじまります。３時半まで勉強をします。授

ぎょう お と しょかん しゅくだい

業が終わってから図書館で宿題をします。

よる か ぞく た

夜は家族とばんごはんを食べます。

まいにちいそが
毎日忙しいです。

とも しつもん か ないよう
◆友だちに質問して書く内容をはっきりさせる

さくぶん か ば あい か ざいりょう がくせい じ ぶん
作文を書く場合、書くための材料を学生が自分でみつ

ひつよう とも いち
ける必要があります。そのためにはクラスの友だちに一

にち せいかつ しつもん さくぶん か
日の生活について質問して、作文に書くことをはっきり

こう か てき
させるのも効果的でしょう。

れんしゅう
（練習２）

しつもん みな がくせい あ か
（質問は皆さんの学生に合わせて変えてください。）

しつもん こた いちにち だいめい
質問の答えをもとにして「～さんの一日」という題名

さくぶん か れんしゅう み ぶんしょう こう
の作文を書きます。このとき（練習１）で見た文章の構

せい さんこう
成を参考にします。

たの さく ぶん か
◆楽しく作文を書きましょう

がくせい そうぞうりょく い さくぶん
学生の創造力を生かすことができるというのも作文の

り てん おうよう れんしゅう きょう し だい
利点です。さらに応用の練習として教師がおもしろい題

めい だ さくぶん か
名を出して、作文を書かせるのもいいでしょう。このよ

ば あい ひつよう ひょうげん おし
うな場合、必要なことばや表現を教えてあげましょう。

だいめいれい こま にち にち り そう にち
題名例：「困った１日」「おもしろい１日」「理想の１日」

など

さくぶんれい
〈作文例〉

い じょう がくせい なが さくぶん か
以上のように、学生に長い作文を書かせるためには、

きょう し じゅん お し どう ひつよう
教師が順を追って指導していく必要があります。このよ

すこ れんしゅう がくせい さくぶんぎら すこ
うに少しずつ練習すれば、学生の「作文嫌い」も少しな

きょう し ま
くなるかもしれませんし、教師がびっくりするような間

ちが すく
違いをおかすことも少なくなるでしょう。
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いちにち
リカさんの一日

まいあさ じ
リカさんは、毎朝 時に 。それから、

まず て、 て、 で、 。

がっこう じゅ
そのあと、 て、 。学校の授

ぎょう じ
業は 時にはじまります。 まで 。

てから 。

よる か ぞく
夜は家族と 。

まいにちいそが
毎日忙しいです。

しつもん れい
質問の例：

なん じ お
・何時に起きますか。

お なに
・起きてから何をしますか。

なん じ がっこう い
・何時に学校へ行きますか。

なん じ ひる た
・何時に昼ごはんを食べますか。

なん じ べんきょう
・何時まで勉強しますか。

がっこう お い
・学校が終わってからどこかへ行きますか。

なん じ いえ かえ
・何時に家に帰りますか。

なん じ た
・何時にごはんを食べますか。

た なに
・ばんごはんを食べてから、何をしますか。

なん じ
・何時にねますか。

たんとうしゃ ふるかわよし こ きたむらたけ し に ほん ご こくさい せんにんこう し
このコーナーの担当者：古川嘉子、北村武士（日本語国際センター専任講師）

どくしゃ みな せいこうれい しっぱいだん よ
読者の皆さんのアイディア、成功例、失敗談などをお寄せください。

こま にち
困った１日

わたし あさ じ お
私は朝８時に起きました。

お あさ た で
おそく起きたので、朝ごはんを食べないで、出か

じ てんしゃ の の
けました。自転車に乗りませんでした。バスに乗っ

がっこう い だい えん
て学校へ行きました。バス代は４８０円でした。

かね すこ ひる た
お金が少ししかないので、お昼ごはんも食べませ

じ はん じゅぎょう お
んでした。３時半に授業が終わりました。

い いえ かえ
そのあと、どこへも行かないですぐに家に帰りま

した。

ほんとう なか にち
本当にお腹がすいた１日でした。

さんこうぶんけん
■参考文献■

さわ こ たか や しきまさ と ほん ま なお こ
１．コーベニ澤子・高屋敷真人・本間直子（１９９３）

まな に ほん ご
『モジュールで学ぶ よくわかる日本語１・２』

アルク

へん
２．スリーエーネットワーク編（１９９８）

に ほん ご しょきゅう ほんさつ
『みんなの日本語初級�本冊』スリーエーネッ

トワー ク

かどわきかおる にしうまかおるちょ
３．門脇薫・西馬薫著（１９９９）

に ほん ご しょきゅう さくぶん
『みんなの日本語初級 やさしい作文』スリーエー

ネットワーク
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